
シンボルマーク 

4'  

時
代
と
と
も
に
 

忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
 

旧
正
月
の
思
い
出
を
 

語
り
合
う
 

今
年
十
一
月
に
、
開
業
七
十
周
年
を

迎
え
る
津
軽
鉄
道

（
三
和
満
社
長
）
恒

例
の
旧
正
年
越
ス
ト
ー
ブ
列
車
が
、
旧

正
月
の
前
日
、

二
月
四
日
の
立
春
の
日

に
運
行
さ
れ
ま
し

た
。
 

五
所
川
原
ー
中

里
間
を
運
行
し
た
同

列
車
の
車
内
に
は
、

五
穀
豊
穣
と
家
内

安
全
を
祈

願
す
る
ミ
ズ
キ
の
枝
に
小
餅

を
つ
け
た
 
「メ
ダ
マ
木
」
 
が飾
ら
れ
、
 

乗
客
ら
は

ス
ト
ー
ブ
で
焼
い
た
ス
ル
メ

や
津
軽
平
野
の
雪
景
色
を
ク

サ
カ
ナ
ク

に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

旧
正
月
を
祝
っ

て
い
ま
し
た
。
 

快晴の雪景色を走る ノ戸曹麟 
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関
東
地
方
で働
＜
出
稼
ぎ
者
の
方
マ
へ
 

成
田
市
長
の
激
励
訪
問
記
 

健
康
に
気
を
つ
け
て
家
族
の
も
と
に
 

笑
顔
で
帰
って
き
て
く
だ
さ
い
 

ニ
月
一
日
と
二
日
の
一
百
間
、
県
外
で
働
く
出
稼
ぎ
者
の
方
々
が
安
全
で
明

る
い
出
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る
の
か
職
場
環
境
を
確
か
め
、
ま
た
、
健
康
に
気
を

つ
け
て
働
か
れ
る
よ
う
激
励
す
る
た
め
、
成
田
市
長
が
関
東
地
方
の
事
業
所
一一一

力
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
そ
の
様
子
を
市
職
員
の
行
動
記
録
で
「」紹
介
し
ま
す
。
 

一
一月
一
日
 

火
曜
日
 

石
川
建
設
に
て
 

最
初
の
訪
間
先
、
埼
玉
県
吹
上
町
に

は
午
後
六
時
頃
到
着
し
ま
し
た
。
 

石
川
春
吉
社
長
、
石
川
和
正
専
務
を

は
じ
め
、
梅
田
の
福
井
富
衛
さ
ん
、
他

七
名
の
皆
さ
ん
が
「
よく
来
て
く
れ
た
」
 

と
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
の
で
安
心
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
市
長
と
同
姓
同
名

の
板
柳
町
の
成
田
さ
ん
が
自
己
紹
介
し

た
時
に
は
大
爆
笑
が
起
こ
り
、
打
ち
解

け
た
雰
囲
気
の
中
、
故
郷
の
話
題
で
盛

り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
 

石
川
建
設
に
は
、
三
十
年
も
出
稼
ぎ

に
来
て
い
る
方
も
お
り
、
吹
上
町
で
は

皆
さ
ん
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
福
井
さ
ん
達
が
石
川
専

務
と
話
し
て
い
る
様
子
を
見
て
る
と
、
 

家
族
的
な
感
じ
を
受
け
、
私
た
ち
も
安

心
し
ま
し
た
。
 

一
一月
一
一
日
 

水
曜
日
 

文
 
理
 
に
 
て
 

埼
玉
県
戸
田
市
は
、
新
宿
駅
か
ら
電

車
で
二
十
分
の
所
に
あ
り
ま
し
た
。
 

私
達
は
皆
さ
ん
の
昼
休
み
に
着
き
、
 

事
務
所
裏
の
社
宅
で
渋
谷
所
長
は
じ
め

藻
川
の
川
浪
勝
次
さ
ん
、
他
十
三
名
の

皆
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

話
し
が
和
む
に
つ
れ
、
農
業
の
先
行

き
に
不
安
を
持
ち
、
冬
場
地
元
に
仕
事

が
な
い
こ
と
か
ら
出
稼
ぎ
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
語
ら
れ
、
市
長

も
企
業
誘
致
に
尽
力
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
い
ま
し
た
。
 

文
理
で
は
、
学
生
参
考
書
の
出
版
が
 
 

主
な
業
務
で
あ
り
、
冬
期
間
が
忙
し
く

会
社
と
し
て
は
、
良
い
サ
イ
ク
ル
で
出

稼
ぎ
者
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
 

最
後
に
会
社
の
前
で
記
念
写
真
を
撮

影
し
、
皆
さ
ん
と
渋
谷
所
長
が
見
送
る

中
、
次
の
訪
問
先
へ
向
か
い
ま
し
た
。
 

自
田
士交
通
 

研
究
所
に
て
 

γ
 

次
の
訪
間
先
、
富
士
交
通
研
究
所
で

は
、
勤
務
時
間
及
び
作
業
場
所
の
サ
イ

ク
ル
の
関
係
上
、
当
市
出
身
の
従
業
員

が
八
名
い
る
中
で
、
福
山
の
工
藤
馨
さ

ん
、
他
二
名
の
方
に
だ
け
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

立
侯
武
多
や
郷
里
の
話
し
で
皆
さ
ん

の
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
総
務
部
次
長
の

碓
井
輝
善
さ
ん
は

「
昨年
東
京
ド
ー
ム
 
 

で
立
侯
武
多
を
見
て
、
あ
れ
が
街
を
練

り
歩
く
の
か
」
 
と
び
っく
り
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
所
長
の
原
暁
さ
ん
は
秋

田
県
大
館
市
出
身
で
、
当
市
出
身
の
皆

さ
ん
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う

ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
 

「タ
食
後
、
睡
眠
を
と
っ
て
夜
中
に

仕
事
が
あ
る
ん
だ
。忙
し
い
方
が
良
い
」
 

と
皆
さ
ん
笑
い
な
が
ら
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
五
所
川
原
に
帰
る
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
 

訪
問
を
終
え
て
 

訪
問
先
で
は
、
生
活
環
境
も
良
く
、
 

会
社
の
方
も
良
い
人
ば
か
り
で
、
当
市

か
ら
の
出
稼
ぎ
者
を
信
頼
し
て
く
れ
、
 

皆
さ
ん
が
明
る
く
元
気
に
働
い
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
郷
里
に
残
し
て
き
た

家
族
を
思
う
心
、
故
郷
を
懐
か
し
む
心

も
お
話
し
の
中
で
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 

出
稼
ぎ
者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
当
市
は
他
の
市
町
村
に
比
べ
、
 

ま
だ
出
稼
ぎ
者
の
比
率
は
高
い
の
が
現

状
で
す
。
出
稼
ぎ
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
就
労
機
会
の
確
保
、
そ
し
て
そ
れ

を
支
え
る
産
業
づ
く
り
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
企
業
誘
致

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
地
場

産
業
、
地
場
企
業
の
育
成
に
な
お
一
層

努
め
市
内
の
雇
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。
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べ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
夏
祭
り
も
盛
り
上
げ
よ
う
 

立
侵
武
多
新
年
会
 

市
と
立
侵
武
多
を
つ
く
る
会

（
平
山

誠
敏
会
長
）
主
催
の
立
侵
武
多
新
年
会

が

一
月
三
十
一
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
 

ト
五
所
川
原
で
行
わ
れ
、
立
侯
武
多
製

作
、
運
行
功
労
団
体
等
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

関
係
者
約
二
百
五
十
人
が
出
席
し
た

新
年
会
で
成
田
市
長
は
、
 「
多く
の
市

民
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
立
侵
武
多
を
ま
ち
活
性
化
の
起

爆
剤
に
し
た
い
」
 
と
あ
い
さつ
、
平
山

会
長
が

「
立
侵
武多
を
西
北
地
方
の
祭

り
に
育
て
て
行
き
た
い
」
 
と
抱負
を
述
 
 

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
団
体
及
び
個
人
 

は
次
の
方
々
で
す
。
（
順
不
同
敬
称
略）
 

五
所
川
原
警
察
署
 

五
所
川
原
土
木
事
務
所
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

J
R
東
日
本
五
所
川
原
駅
 

N
T
T
東
日
本
五
所
川
原
支
店
 

咽
ュ
ァ
テ
ッ
ク
五
所
川
原
営
業
所
 

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
 

グ
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

五
所
川
原
ね
ぶ
た
唯
子
保
存
会
 

立
侯
武
多
ハ
ネ
ト
同
好
会
 

北
川
清
策
 

宮
崎
清
市
 

竹
内
建
設
 

h
一

・
 、
 
F
 

同
み
ち
の
く
管
機
 

東
北
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
囲
 

 
囲
1二
興
測
量
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
荘
 

西
北
土
木
囲
 

翻
坂
本
光
組
 

同
秀
建
築
設
計
事
務
所
 

浩
和
医
院
 

荏
原
ェ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
 

サ
ー
ビ
ス
囲
 

・

欄
小
枝
設
備
工
業
 

立
侯
武
多
も
山
演
し
ま
す

藤
田
ま
こと
さ
ん
表
敬
訪
問
 

舞
台
や
映
画
で
お
な
じ
み
の
藤
田
ま

こ
と
さ
ん
が
一
月
二
十
五
日
、
市
役
所

を
訪
れ
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

藤
田
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
ロ
ケ

の
た
め
来
五
、
十
三
湖
や
音
治
郎
温
泉

で
撮
影
し
た
様
子
を
語
っ
た
後
、
成
田

市
長
に
 「
今回
の
ド
ラ
マ
は
、
立
侵
武

多
も
写
り
ま
す
。
私
は
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
 

ル
の
都
合
で
こ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
 

今
年
の
祭
り
に
は
ぜ
ひ
と
も
来
て
見
て

み
た
い
で
す
わ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

吹
雪
の
中
で
の
撮
影
に
成
田
市
長
は
 

「
暖
かい
鍋
で
も
つ
っ
つ
い
て
、
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
」
 
と労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
 

同
ド
ラ
マ
は
、
A
B
A
、
四
月
十
五

日
、
二
＋
一
時
か
ら
の
土
曜
ワ
イ
ド
劇

場
で
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

発
想
を
生
か
し
て
 

研
究
心
を
高
め
よ
う
 

児
童
生
徒
自
由
研
究
発
表
会
 

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
市
内
児
童
 

・

生
徒
自
由
研
究
発
表
会
が
、
二
月
一
一

日
、中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
発
表
会
は
児
童
・
生
徒
の
発
想
を

生
か
し
、
個
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
 

今
年
は
七
小
学
校
と
一
中
学
校
か
ら
一1
1
 

十
四
名
が
参
加
。
大
人
が
日
頃
見
落
と

し
が
ち
な
点
に
着
目
し
た
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
元
気
良

く
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
う
ち
、
中
央
小
六
年
生
の
五
名

が
発
表
し
た
「
祇
園
祭
と
立
侵
武
多
」
 

（
左
写
真）
で
は
、
二
つ
の
祭
り
を
比

較
し
、
最
後
に

「
立侯
武
多
は
大
切
な

文
化
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
 
と
、
 

地
元
の
伝
統
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
 

心
機
一
転
 
飛
躍
の
 

一
歩を
踏
み
出
す
た
め
に
 

合
同
除
厄
祈
願
祭
 

二
月
六
日
、
プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所

川
原
に
お
い
て
平
成
十
二
年
度
市
合
同

除
厄
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
今
年
大
厄
を

迎
え
る
男
性
九
十
八
名
、
女
性
九
十
名

が
身
も
心
も
は
ら
い
清
め
て
、
末
永
い

幸
せ
と
健
康
を
祈
願
し
ま
し
た
。
 

数
え
年
で
四
十
二
歳
に
な
る
男
性
と

三
士
一一歳
に
な
る
女
性
の
参
加
者
は
、
 

神
事
に
合
わ
せ
人
形
（
ひ
と
か
た
）
に

罪
や
け
が
れ
を
移
し
身
を
清
め
、
ま
た

祭
事
後
に
は
参
加
者
を
代
表
し
て
藤
田

勝
弘
実
行
委
員
長
が
 「社
会
的
地
位
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
意
を
強
く
し
て

地
域
で
活
躍
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、
 

参
加
者
の
今
後
の
飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま

し
た
。
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べ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
夏
祭
り
も
盛
り
上
げ
よ
う
 

立
侵
武
多
新
年
会
 

市
と
立
侵
武
多
を
つ
く
る
会

（
平
山

誠
敏
会
長
）
主
催
の
立
侵
武
多
新
年
会

が

一
月
三
十
一
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
 

ト
五
所
川
原
で
行
わ
れ
、
立
侯
武
多
製

作
、
運
行
功
労
団
体
等
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

関
係
者
約
二
百
五
十
人
が
出
席
し
た

新
年
会
で
成
田
市
長
は
、
 「
多く
の
市

民
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
立
侵
武
多
を
ま
ち
活
性
化
の
起

爆
剤
に
し
た
い
」
 
と
あ
い
さつ
、
平
山

会
長
が

「
立
侵
武多
を
西
北
地
方
の
祭

り
に
育
て
て
行
き
た
い
」
 
と
抱負
を
述
 
 

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
団
体
及
び
個
人
 

は
次
の
方
々
で
す
。
（
順
不
同
敬
称
略）
 

五
所
川
原
警
察
署
 

五
所
川
原
土
木
事
務
所
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

J
R
東
日
本
五
所
川
原
駅
 

N
T
T
東
日
本
五
所
川
原
支
店
 

咽
ュ
ァ
テ
ッ
ク
五
所
川
原
営
業
所
 

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
 

グ
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

五
所
川
原
ね
ぶ
た
唯
子
保
存
会
 

立
侯
武
多
ハ
ネ
ト
同
好
会
 

北
川
清
策
 

宮
崎
清
市
 

竹
内
建
設
 

h
一

・
 、
 
F
 

同
み
ち
の
く
管
機
 

東
北
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
囲
 

 
囲
1二
興
測
量
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
荘
 

西
北
土
木
囲
 

翻
坂
本
光
組
 

同
秀
建
築
設
計
事
務
所
 

浩
和
医
院
 

荏
原
ェ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
 

サ
ー
ビ
ス
囲
 

・

欄
小
枝
設
備
工
業
 

立
侯
武
多
も
山
演
し
ま
す

藤
田
ま
こと
さ
ん
表
敬
訪
問
 

舞
台
や
映
画
で
お
な
じ
み
の
藤
田
ま

こ
と
さ
ん
が
一
月
二
十
五
日
、
市
役
所

を
訪
れ
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

藤
田
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
ロ
ケ

の
た
め
来
五
、
十
三
湖
や
音
治
郎
温
泉

で
撮
影
し
た
様
子
を
語
っ
た
後
、
成
田

市
長
に
 「
今回
の
ド
ラ
マ
は
、
立
侵
武

多
も
写
り
ま
す
。
私
は
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
 

ル
の
都
合
で
こ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
 

今
年
の
祭
り
に
は
ぜ
ひ
と
も
来
て
見
て

み
た
い
で
す
わ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

吹
雪
の
中
で
の
撮
影
に
成
田
市
長
は
 

「
暖
かい
鍋
で
も
つ
っ
つ
い
て
、
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
」
 
と労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
 

同
ド
ラ
マ
は
、
A
B
A
、
四
月
十
五

日
、
二
＋
一
時
か
ら
の
土
曜
ワ
イ
ド
劇

場
で
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

発
想
を
生
か
し
て
 

研
究
心
を
高
め
よ
う
 

児
童
生
徒
自
由
研
究
発
表
会
 

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
市
内
児
童
 

・

生
徒
自
由
研
究
発
表
会
が
、
二
月
一
一

日
、中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
発
表
会
は
児
童
・
生
徒
の
発
想
を

生
か
し
、
個
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
 

今
年
は
七
小
学
校
と
一
中
学
校
か
ら
一1
1
 

十
四
名
が
参
加
。
大
人
が
日
頃
見
落
と

し
が
ち
な
点
に
着
目
し
た
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
元
気
良

く
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
う
ち
、
中
央
小
六
年
生
の
五
名

が
発
表
し
た
「
祇
園
祭
と
立
侵
武
多
」
 

（
左
写
真）
で
は
、
二
つ
の
祭
り
を
比

較
し
、
最
後
に

「
立侯
武
多
は
大
切
な

文
化
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
 
と
、
 

地
元
の
伝
統
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
 

心
機
一
転
 
飛
躍
の
 

一
歩を
踏
み
出
す
た
め
に
 

合
同
除
厄
祈
願
祭
 

二
月
六
日
、
プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所

川
原
に
お
い
て
平
成
十
二
年
度
市
合
同

除
厄
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
今
年
大
厄
を

迎
え
る
男
性
九
十
八
名
、
女
性
九
十
名

が
身
も
心
も
は
ら
い
清
め
て
、
末
永
い

幸
せ
と
健
康
を
祈
願
し
ま
し
た
。
 

数
え
年
で
四
十
二
歳
に
な
る
男
性
と

三
士
一一歳
に
な
る
女
性
の
参
加
者
は
、
 

神
事
に
合
わ
せ
人
形
（
ひ
と
か
た
）
に

罪
や
け
が
れ
を
移
し
身
を
清
め
、
ま
た

祭
事
後
に
は
参
加
者
を
代
表
し
て
藤
田

勝
弘
実
行
委
員
長
が
 「社
会
的
地
位
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
意
を
強
く
し
て

地
域
で
活
躍
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、
 

参
加
者
の
今
後
の
飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま

し
た
。
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地
域
の
防
犯
・
交通
安
全
等
に
貢
献
し
た
一
一

個
人
、団
体
に
感
謝状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
一
一
 

一
 
一
 

ン
ユ芸
《
又
永
わ
ら
 

題

字
 
斉
 
藤
 
，川
 
泉
 

〔
津軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
〕
ー
短
歌

ー
 

さ
ん
ざ
め
く
駅
舎
の
灯
リ
の
下
に
付
ち
吾
を
待
「
吾
娘
の
片
側
の
陰
 

赤
 
坂
 
千
賀
子
 

古
里
の
浜
辺
に
立
ち
て
松
箱
を
聞
け
ば
懐
か
し
苗
木
植
え
し
頃
 

浜
 
山
 
て
 
い
 

目
を
病
み
て
春
の
仕
事
に
「
の
る
不
安
亡
母
の
忌
の
夢
吉
と
出
で
た
り
 

平
 
田
 
京
 
子
 

雪
晴
れ
て
こ
こ
ろ
明
る
く
な
リ
し
朝
白
き
わ
が
髪
を
時
か
け
て
杭
く
 

開
 
米
 
藤
 

枝
 

岩
木
嶺
の
裳
裾
に
沈
む
太
陽
の
雪
野
を
染
め
て
赤
々
と
燃
ゆ
 

三
 
上
 
き
よ
み
 

大
粒
の
霞
降
リ
居
る
日
の
中
を
鉢
の
さ
ざ
ん
か
花
咲
き
始
む
 

山
 
中
 
美
智
子
 

救
急
車
は
車
輪
の
後
も
消
し
去
り
て
吹
雪
を
ま
き
て
奔
り
ゆ
き
た
リ
 

大
 
沢
 
頼
 
枝
 

冬
木
立
の
間
に
野
晒
し
の
観
音
像
風
の
中
な
る
う
す
ぎ
ぬ
の
胸
 

野
 
呂
 
富
 

枝
 

そ
れ
ぞ
れ
の
孤
独
さ
ら
し
し
雪
の
日
の
茶
房
に
し
ん
し
ん
燃
え
て
る
椿
 

山
 
谷
 
久
 
子
 

「
よ
き
歌
詠
ま
む
ど
夜
々
杜
甫
読
め
リ
小
さ
き
文
字
に
ま
な
こ
疲
れ
て
 

大
 
沢
 
寿
 
夫
 

【警
察

協
力

者
】
 

（
順
不同
、
敬
称
略
）
 

阿
北
 

博
 
阿
部
 

勝
男

小
田
桐
し
な
 

角
田
 

保

工
藤
 
真
裕
 
古

川
 
貞
治

斎
藤
 
昭
洋
 
笹
森
 

祐
一
一

須
藤
 
勇
二
 
高

橋
 
恵
子

高
谷
 
博
昭
 

田
中
 
繁
彦

田
中
 
節
雄
 
田
中
 
巴

千
田
 
光
則
 
対

馬
 
昭
幸

鶴
谷
 
正
一
 
寺

田
 
和
子

成
田
 
博
也
 

成
田
 
保
久

野
村
 
タ
力
 
畠
山
 

三
郎

水
島
 
勲
 
百

田
 
行
雅
 

長
年
、
地
域
の
防
犯
や
交
通
安
全
運

動
に
、
ま
た
諸
警
察
活
動
の
推
進
に
協

力
し
て
き
た
管
内
の
個
人
、
団
体
に
対

し
、
五
所
川
原
警
察
署

（
斎藤
嘉
弘
署

長
）
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
内
在
住
の
個
人
、
団
体
で
感
謝
状

を
贈
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【警
察

協
力
団
体
】
 

（順
不
同
）
 

・

医
療
法
人
白
生
会
 
胃
腸
病
院
 

・

五
所
川
原
地
区
交
通
指
導
隊
 ・

株
式
会
社
 
五
所
川
原
中
央
自
動
車

学
校
 

・

五
所
川
原
街
づ
く
り
株
式
会
社
 

・

有
限
会
社
 
津
軽
車
柄
サ
ー
ビ
ス
 

＠
曾
曾
曾
曾
昌
富

曾
曾
曾
、
昌
、
昌、
昌、
昌曾
曾
曾

、
貝
ゆ
ふ
尚ふ
尚ふ
る
、
昌
曾
鳥、
昌、
 

先達女‘性の生き方を三也ってみること

で、次世代への新たな展望を七刀り開こ

うという趣旨のもと、 この度、五所川

原昭和女性史を発刊いたしました。 
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◇定 価 1,000円（税込み） 

◇販売先 働く婦人の家 

電話 35一8898 

五所川原I,)I.和女性史 
「ほたるび」が発刊されました 

、
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
 

新
た
に
一
一
十
七名
を
 

食
生
活
改
善
推
進
員
に
委
嘱

×
 

正
し
い
知
識
と
技
術
を
持
ち
、
食
生

活
の
改
善
を
は
じ
め
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
食
生

活
改
善
推
進
員
に
、
新
た
に
二
十
七
名

が
加
わ
り
ま
し
た
。
 

一
月
一
一一
十
七
日
、働
く
婦
人
の
家
で

行
わ
れ
た
委
嘱
状
交
付
式
で
は
、
八
日

間
の
講
座
を
受
講
し
た
二
十
七
名
に
成

田
市
長
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
受

講
者
を
代
表
し
て
阿
部
京
子
さ
ん
が
「
養

成
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
の
た
め

に
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名
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古
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。
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。
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一勿アプ冒ンが磐要な⑩膿な琶？ー 
勿アプ局ン⑩鋼闘がないと、りーピ昌⑩総翻《⑩割》 

暑ー国負個レな回れ鵬なり富世施 
介護保険の居宅サービスを受ける場合、要介護度（ 6段階）ごとに1ケ月当たりの支給限度額 

が決められています。 （下の表をご覧ください） 

居宅サービスを利用する方は、この 6段階のレベルに合わせて、いつ、だれに、どこで、何を 

援助してもらうか、また、それらの援助が利用者の日常にどのような影響・効果を期待できるの 

か明確にしておく必要があります。そして、あらかじめこの計画（ケアプラン）を立てることに 

より、 1ケ月のサービス利用の総額や定率の自己負担額も分かり、円滑かっ適正な保険給付が受 

けられることになります。 

介護保険は、基本的にサービス総額の1割を負担することになっていますが、ケアプランを作 

成しないでサービスを受けた場合は、受けたサービスの総額（10割分）を一旦負担しなければな ’ 

りません。 （当該10割分の領収書を市へ提示すると、審査のうえ、支給限度額の範囲内で認めら 

れる金額の 9割分を償還します） 

ケアプランは自分で作成することもできますが、適切なサービスを選択・決定し効率よく利用 

するため、 「居宅介護支援事業者」の介護支援専門員（ケアマネージャー）に依頼すれば、決め 

られた「要介護度」 に合わせ「居宅介護・支援サービス計画（ケアプラン）」 を無料で作成して 

もらえますので、ご利用ください。 

また、ご自分のケアプランを作成する「居宅介護支援事業者」がお決まりでしたら、 「居宅介 

護サービス計画作成依頼（変更）届出書」を介護保険課へお早めにご提出ください。 （届出用紙 

は、介護保険課か各居宅介護支援業者にあります） 

※ 市内の「指定居宅介護支援事業者」については、広報ごしょがわら 2 月1日号をご覧くださ 

し、o 

◇在宅サービスの支給限度額とサービス利用の目安 

7
  要
 
介
 
護
 
度
 

支給限度額 
（自己負担額） 

サ―ビス利用の目安 

、 

要支援 
61,500円 

(6,150円） 
週 2 ロの昌帰りで通うサ一ビスを利用できる 

要介護 1 165,800円 
（笛，580円） 

毎日、訪問介護など何らかのサ一ビスを利用できる 

要介護2 194,800円 

(19,480円） 
週 3 回の日帰りで通うサ一ビスを含め、毎日何らか
のサ一ビスを利用できる 

要介護3 267,500円 
(26,750円） 

夜間（早朝）の訪問介護を含め、 1 日 2 回のサ―ビ
スを利用できる 

要介護4 306,000円 

(30,600円） 
夜間（早朝）の訪問介護を含め、 1 日 2~3 回のサ 
ービスを利用できる 

要介護5 
ミ 

358,000円 

(35,830円） 
夜間（早朝）の訪問介護を含め、 1 日 3-.'--4 回程度
のサ一ビスを利用できる 
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質
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方
は
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ま
せ
ん
か
 

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
 

容
0
1
7
7

(2
2)
3
3
3
8
 

商
工
観
光
課
 
内
線
3
9
4
 

助
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
 

平
成
1
2年

大
学
等
・
高
等
学
校
 

奨

学

生
募

集
 

事
務
局
 
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
 

内
線
5
5
2
 

●

募
集
期
間
 
2
月
2
1日
囲
ま
で

◇
募
集
人
員
 

・

大
学
等
奨
学
生
 
1
5人
程
度
 

・

高
等
学
校
奨
学
生
 
1
5人
程
度

◇
貸
与
金
額
 

・

大
学
等
 
国
公
立
、
私
立
と
も
に
入

学
支
度
金
と
し
て
6
0万
円
を
限
度
と

す
る
。
 

・

高
等
学
校
 
国
公
立
、
私
立
と
も
に

入
学
金
及
び
授
業
料
相
当
額
。
た
だ

し
、
授
業
料
に
つ
い
て
は月
額
1
万
 
 

5
0
0
0
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
 

◇
出
願
方
法
 

募
集
要
項
な
ら
び
に
奨
学
生
願
書
は

学
校
（
在
学
校
又
は
出
身
校
）
へ
送

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
学
校
を
経

由
し
て
出
願
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
出
願
資
格
、
返
還
期
間
等
に
つ
い
て

は
、
広
報
1
月
1
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
 

全
額
社
会
保
険
料
控
除
 

の
対
象
に
な
り
ま
す
 

確
定
申
告
の
時期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
昨
年
中
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
 
「社
会
保
険
料
控
除
」
 
と
して
全
額

が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
 

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
1
1年
分
の

保
険
料
だ
け
で
な
く
、
過
去
に
未
納
に

な
っ
て
い
た
保
険
料
を
納
め
た
場
合
な

ど
、
平
成
1
1年
中
に
納
め
た
全
部
の
額

で
す
。
な
お
、
世
帯
主
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保

険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

《平
成
1
1年
の
保
険
料
額
》
 

◇
定
額
保
険
料
（
1
月
、
1
2月
）
 

月
額
1
万
3
3
0
0
円
×
1
2月
 

廿
1
5万
9
6
0
0
円
 

◇
付
加
保
険
料
（
1
月
ー
1
2月
）
 

月
額
1
万
3
7
0
0
円
×
1
2月
 

廿
1
6万
4
4
0
0
円
 

国
際
ス
ピ
ー
チ
コ
ンテ
ス
ト
 

開
催
の
お知
ら
せ
 

岡
青
森
県
国
際
交
流
協
会
 

合
0
1
7
7
(3
5)
2
2
4
9
 

助
青
森
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、
本

県
の
草
の
根
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
 「
あな
た
の
地

球
物
語
」
 と
題
し
、
国
際
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

●

2
月
2
7日
同
 
1
0時

ー
1
5時
3
0分

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ

（
青森
市
中
央
3
 

丁
目
 
か
0
1
7
7
(7
7)
91
9
1
)
 

◇
内
容
 

・

ス
ピ
ー
チ
発
表
（
8
1
1
0名
）
 

・

青
年
海
外
協
力
隊
員
体
験
談
 

「
わた
し
の
ネ
パ
ー
ル
物
語
」
 

寺
井
泰
子
さ
ん

（
八戸
市
出
身
）
 

・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

「
わた
し
と
あ
な
た
の
地球
物
語
」
 

講
師
 
川
村
宏
義
さ
ん
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活

に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
い
た
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

当
日
は
電
話
で
の
受
付
も
いた
し
ま
す
。
 
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時
、
1
5時
 

（
今月
は
2
月
1
7旦
 

産
経
会
館
5
階
 
B
会
議
室
 

◇
実
施
日
相
談
電
話
 

か
（3
5)2
1
1
1
 
内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

〔悪
質
商
法
の
例
〕
 

⑥
展
示
会
商
法
 

ホ
テ
ル
な
ど
の
展
示
会
場
に
招
待
し

て
、
セ
ー
ル
ス
が
何
人
か
で
取
り
巻
き

高
額
な
宝
石
や
着
物
・
毛
皮
な
ど
を
売

り
つ
け
ま
す
。
 

見
る
だ
け
、
話
を
聞
く
だ
け
の
つ
も

り
が
、
だ
ん
だ
ん
帰
り
に
く
く
な
っ
て

買
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。
 

ガ
ソ
リ
ン
等
の
 

取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

五
所
川
原
消
防
本
部
 

合
（3
5)
2
0
1
9
 

先
般
、
静
岡
県
の
民
家
で
保
管
し
て

い
た
ガ
ソ
リ
ン
を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で

小
分
け
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ス
ト
ー
ブ

の
火
に
引
火
し
、
7
名
が
死
亡
す
る
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

火
災
予
防
上
、次
の
こ
と
に
留
意
し

ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
等
を
取
り
扱
っ
て
く

だ
さ
い
。
 

①
ガ
ソ
リ
ン
は
金
属
製
の
携
行
缶
、灯

油
は
専
用
の
ポ
リ
容
器
に
保
管
し
、
 

蓋
の
な
い
も
の
や
破
損
し
て
い
る
も

の
は
使
用
し
な
い
こ
と
。
 

②
ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
等
を
取
り
扱
う
場

合
は
、
く
わ
え
た
ば
こ
、
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
等
火
気
の
あ
る
場
所
で
は
行

わ
な
い
こ
と
。
 

③
石
油
ス
ト
ー
ブ
へ
灯
油
を給
油
す
る

時
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
こ
と
。
 

④
除
雪
機
等
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
は

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
、
別
の
容
器

へ
小
分
け
せ
ず
、
携
行
缶
か
ら
直
接

す
る
こ
と
。
 

ガ
ソ
リ
ン
は
灯
油
等
と
比
べ
て
常
温

で
も
遠
方
の
火
気
に
よ
り
引
火
す
る
可

能
性
が
極
め
て
高
く
、
蒸
発
し
た
ガ
ス

が
床
に
漂
っ
て
部
屋
に
広
が
り
、
た
ば

こ
や
ス
ト
ー
ブ
の
火
だ
け
でな
く
、
冷

蔵
庫
や
洗
濯
機
を
運
転
し
て
い
る
時
に

発
生
す
る
火
花
で
も
発
火
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
服
が
す
れ
合
う
と
き
の
静電

気
で
も
引
火
す
る
恐
れ
があ
る
の
で
、
 

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
 

し
 今

春
学
校
を卒
業
の
皆
さ
ん
へ

地
元
就
職
者
激
励
大
会
 

五
所
川
原
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
 

公
（3
5)
2
5
7
0
 

●

3
月
7
日
因
 
1
0時

、
1
3時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
内
容
 
激
励
の
こ
と
ば
、
社
会
で
役
 

立
つ
講
演
、
グ
ル
メ
食
べ
放
題
、
お
 

楽
し
み
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
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悪
質
商
法な
ど
で困
つ
て
 

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
 

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
 

容
0
1
7
7

(2
2)
3
3
3
8
 

商
工
観
光
課
 
内
線
3
9
4
 

助
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
 

平
成
1
2年

大
学
等
・
高
等
学
校
 

奨

学

生
募

集
 

事
務
局
 
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
 

内
線
5
5
2
 

●

募
集
期
間
 
2
月
2
1日
囲
ま
で

◇
募
集
人
員
 

・

大
学
等
奨
学
生
 
1
5人
程
度
 

・

高
等
学
校
奨
学
生
 
1
5人
程
度

◇
貸
与
金
額
 

・

大
学
等
 
国
公
立
、
私
立
と
も
に
入

学
支
度
金
と
し
て
6
0万
円
を
限
度
と

す
る
。
 

・

高
等
学
校
 
国
公
立
、
私
立
と
も
に

入
学
金
及
び
授
業
料
相
当
額
。
た
だ

し
、
授
業
料
に
つ
い
て
は月
額
1
万
 
 

5
0
0
0
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
 

◇
出
願
方
法
 

募
集
要
項
な
ら
び
に
奨
学
生
願
書
は

学
校
（
在
学
校
又
は
出
身
校
）
へ
送

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
学
校
を
経

由
し
て
出
願
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
出
願
資
格
、
返
還
期
間
等
に
つ
い
て

は
、
広
報
1
月
1
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
 

全
額
社
会
保
険
料
控
除
 

の
対
象
に
な
り
ま
す
 

確
定
申
告
の
時期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
昨
年
中
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
 
「社
会
保
険
料
控
除
」
 
と
して
全
額

が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
 

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
1
1年
分
の

保
険
料
だ
け
で
な
く
、
過
去
に
未
納
に

な
っ
て
い
た
保
険
料
を
納
め
た
場
合
な

ど
、
平
成
1
1年
中
に
納
め
た
全
部
の
額

で
す
。
な
お
、
世
帯
主
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保

険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

《平
成
1
1年
の
保
険
料
額
》
 

◇
定
額
保
険
料
（
1
月
、
1
2月
）
 

月
額
1
万
3
3
0
0
円
×
1
2月
 

廿
1
5万
9
6
0
0
円
 

◇
付
加
保
険
料
（
1
月
ー
1
2月
）
 

月
額
1
万
3
7
0
0
円
×
1
2月
 

廿
1
6万
4
4
0
0
円
 

国
際
ス
ピ
ー
チ
コ
ンテ
ス
ト
 

開
催
の
お知
ら
せ
 

岡
青
森
県
国
際
交
流
協
会
 

合
0
1
7
7
(3
5)
2
2
4
9
 

助
青
森
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、
本

県
の
草
の
根
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
 「
あな
た
の
地

球
物
語
」
 と
題
し
、
国
際
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

●

2
月
2
7日
同
 
1
0時

ー
1
5時
3
0分

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ

（
青森
市
中
央
3
 

丁
目
 
か
0
1
7
7
(7
7)
91
9
1
)
 

◇
内
容
 

・

ス
ピ
ー
チ
発
表
（
8
1
1
0名
）
 

・

青
年
海
外
協
力
隊
員
体
験
談
 

「
わた
し
の
ネ
パ
ー
ル
物
語
」
 

寺
井
泰
子
さ
ん

（
八戸
市
出
身
）
 

・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

「
わた
し
と
あ
な
た
の
地球
物
語
」
 

講
師
 
川
村
宏
義
さ
ん
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活

に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
い
た
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

当
日
は
電
話
で
の
受
付
も
いた
し
ま
す
。
 
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時
、
1
5時
 

（
今月
は
2
月
1
7旦
 

産
経
会
館
5
階
 
B
会
議
室
 

◇
実
施
日
相
談
電
話
 

か
（3
5)2
1
1
1
 
内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

〔悪
質
商
法
の
例
〕
 

⑥
展
示
会
商
法
 

ホ
テ
ル
な
ど
の
展
示
会
場
に
招
待
し

て
、
セ
ー
ル
ス
が
何
人
か
で
取
り
巻
き

高
額
な
宝
石
や
着
物
・
毛
皮
な
ど
を
売

り
つ
け
ま
す
。
 

見
る
だ
け
、
話
を
聞
く
だ
け
の
つ
も

り
が
、
だ
ん
だ
ん
帰
り
に
く
く
な
っ
て

買
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。
 

ガ
ソ
リ
ン
等
の
 

取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

五
所
川
原
消
防
本
部
 

合
（3
5)
2
0
1
9
 

先
般
、
静
岡
県
の
民
家
で
保
管
し
て

い
た
ガ
ソ
リ
ン
を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で

小
分
け
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ス
ト
ー
ブ

の
火
に
引
火
し
、
7
名
が
死
亡
す
る
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

火
災
予
防
上
、次
の
こ
と
に
留
意
し

ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
等
を
取
り
扱
っ
て
く

だ
さ
い
。
 

①
ガ
ソ
リ
ン
は
金
属
製
の
携
行
缶
、灯

油
は
専
用
の
ポ
リ
容
器
に
保
管
し
、
 

蓋
の
な
い
も
の
や
破
損
し
て
い
る
も

の
は
使
用
し
な
い
こ
と
。
 

②
ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
等
を
取
り
扱
う
場

合
は
、
く
わ
え
た
ば
こ
、
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
等
火
気
の
あ
る
場
所
で
は
行

わ
な
い
こ
と
。
 

③
石
油
ス
ト
ー
ブ
へ
灯
油
を給
油
す
る

時
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
こ
と
。
 

④
除
雪
機
等
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
は

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
、
別
の
容
器

へ
小
分
け
せ
ず
、
携
行
缶
か
ら
直
接

す
る
こ
と
。
 

ガ
ソ
リ
ン
は
灯
油
等
と
比
べ
て
常
温

で
も
遠
方
の
火
気
に
よ
り
引
火
す
る
可

能
性
が
極
め
て
高
く
、
蒸
発
し
た
ガ
ス

が
床
に
漂
っ
て
部
屋
に
広
が
り
、
た
ば

こ
や
ス
ト
ー
ブ
の
火
だ
け
でな
く
、
冷

蔵
庫
や
洗
濯
機
を
運
転
し
て
い
る
時
に

発
生
す
る
火
花
で
も
発
火
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
服
が
す
れ
合
う
と
き
の
静電

気
で
も
引
火
す
る
恐
れ
があ
る
の
で
、
 

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
 

し
 今

春
学
校
を卒
業
の
皆
さ
ん
へ

地
元
就
職
者
激
励
大
会
 

五
所
川
原
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
 

公
（3
5)
2
5
7
0
 

●

3
月
7
日
因
 
1
0時

、
1
3時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
内
容
 
激
励
の
こ
と
ば
、
社
会
で
役
 

立
つ
講
演
、
グ
ル
メ
食
べ
放
題
、
お
 

楽
し
み
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
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3
月
1
日
か
ら
定
期
借
家

制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
 

定
期
借
家
契
約
と
は
、
期
間
の
満
了

時
に
契
約
が
確
定
的
に
終
了
す
る
新
し

い
賃
貸
借
契
約
で
す
。
今
回
の
法
律
の

成
立
に
と
も
な
っ
て
「
借
地
借
家
法
」
 

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の
正
当
な

事
由
に
よ
る
更
新
拒
絶
・
解
約
の
制
限

の
あ
る
借
家
契
約
の
ほ
か
、
定
期
借
家

契
約
と
い
う
新
た
な
契
約
の
形
が
加
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
借
地
借
家
法
の
一
部

改
正
は
3
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

契
約
は
必
ず
公
正
証
書
な
ど
の
書
面

に
よ
る
、
予
め
契
約
内
容
を
契
約
書
と

は
別
に
書
面
に
よ
り
説
明
を
受
け
る
等

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
国
、
県
な
ど
の
担
当
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

現
在
、
立
侯
武
多
「
親
子
の
旅
立
ち
」
 

の
全
面
補
修
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
1
人
で
も
多

ぐ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●

3
月
末
ま
で
（
土
自
・
祝
日
を
除く
）
 

9
時
ー
1
7時
 

立
侵
武
多
製
作
所
（
旧
市
民
文
化
会館
）
 

※
都
合
の
良
い
日
、
時
間
で
結
構
で
す
。
 

◇
作
業
内
容
 
立
侯
武
多
の
紙
貼
り
及

び
色
付
け
等
、
ど
な
た
で
も
で
き
る

簡
単
な
作
業
で
す
。
道
具
は
全
て
こ

ち
ら
で
用
意
い
た
し
ま
す
。
 

事
例
発
表
会
と
交
流
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

l
 

公
（3
5)
8
8
9
8
 

●

3
月
8
日
困
 
9
時
3
0分

ー
1
2時

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 

①
事
例
発
表
「
活
動
か
ら
考
え
よ
う
子

育
て
の
あ
り
方
を
」
 

・

発
表
者
 

提
供
会
員
、
依
頼
会
員
 
各
1
名

②
交
流
会
「
み
ん
な
で
た
の
し
く
リ
ズ

ム
あ
そ
び
」
 

・

講
師
 
ま
つ
し
ま
団
地
保
育
園
 

主
任
保
育
士
 
秋
田
谷
ち
づ
る
さ
ん

※
事
例
発
表
の
間
は
託
児
も
い
た
し
ま

す
。
3
月
6
日
囲
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
子
ども
も
一
緒
に
リ

ズ
ム
あ
そ
び
に
参
加
し
ま
す
）
 

〔
会
員
募
集
〕
 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
支
援
を

し
て
ほ
し
い
方
と
子
育
て
支
援
を
し
た

い
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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交
通
災
害
共
済
に
 

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
よ
う
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
0
6
 

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
救
済
す
る
た
 

め
の
制
度
で
す
。
 

今
年
か
ら
幼
稚
園

・
保
育
園

・
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
加
入
募
集
は
い
 

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
児
童
生
徒
も
含
め
て
町
内
会
等
の
団
体
又
は
各
世
帯
ご
と
に
家
 

族
そ
ろ
っ
て
交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
共
済
会
費
 
1
人
年
間
3
5
0
円
 

◇
共
済
期
間
 
平
成
1
2年
4
月
1
日
ー
平
成
1
3年
3
月
3
1日
 

◇
加
入
受
付
 
2
月
1
5日
よ
り
予
約
加
入
受
付
開
始
 

◇
受
付
場
所
 
環
境
対
策
課
及
び
支
所
窓
口
、
町
内
会
等
の
団
体
な
ど
で
加
入
を
受
 

付
し
て
お
り
ま
す
。
 

司
 

、ご
存
じ

で
す
か

？
・
 

「家
庭
の
日
」
と
「ノ
1
行
事
デ
イ
」
 

青
森
県
で
は
、
毎
月
第
3
日
曜
日
を
 

「家
庭
の
日
」
と
し
、
5
月
の
第
3
日

曜
日
を
「
ノ
ー
行
事
デ
イ
」
と
す
る
要

網
を
定
め
ま
し
た
。
 

【家
庭
の
日
】
 

家
庭
は
、
夫
婦
・
親
子
が
愛
情
と
信

頼
の
紳
で
結
ば
れ
、
子
ど
も
が
安
心
し

て
成
長
し
て
い
け
る
ク
ぬ
く
も
り
の
あ

る
生
活
の
場
万
で
す
。
 

近
年
、
児
童
虐
待
や
家
庭
内
不
和
な

ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
を

改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
毎
月
第
3
日
曜
日
を
「家
庭
の
日
」
 

と
し
ま
し
た
。
 

大
人
が
も
っ
と
子
ど
も
に
接
す
る
時

間
を
持
つ
よ
う
心
が
け
れ
ば
、
子
ど
も

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
家
庭
の
日
に
は

家
庭
づ
く
り
に
つ
い
て
、
家
庭
内
で
考

え
、
話
し
合
い
、
楽
し
み
合
い
、
協
力

し
合
い
ま
し
ょ
う
。
 

【ノ
ー
行
事
デ
イ
】
 

県
民
が
家
庭
で
過
ご
す
時
間
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
年
1
回
、
県
が
い
っ

さ
い
行
事
を
行
わ
な
い
日
と
し
て
、
5
 

月
の
第
3
日
曜
日
を
「ノ
ー
行
事
デ
イ
」
 

と
し
ま
し
た
。
 

家
庭
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
だ
け
の

た
め
に
過
ご
す
1
日
に
し
て
、
ぬ
く
も

り
あ
る
家
庭
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
 

◇事故にあった時支払われる金額 
（通院等の治療に実際に要した日数によ 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 1,000,000 円 

実治療日数 

180 日以上 

で 

入院180日以上

を含む 
2 150,000 

入院90日以上 

180日未満を含む 
3 130,000 

入院90日未満又は

入院なきものを含む 
4 110,000 

実治療日数 

90 日以上 

180日未満で 

入院90日以上

を含む 
5 80,000 

入院90日未満又は

入院なきものを含む 
6 60,000 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000 

実治療 日 数 10日 未満 10 15,000 

3
月
1
日
か
ら
定
期
借
家

制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
 

定
期
借
家
契
約
と
は
、
期
間
の
満
了

時
に
契
約
が
確
定
的
に
終
了
す
る
新
し

い
賃
貸
借
契
約
で
す
。
今
回
の
法
律
の

成
立
に
と
も
な
っ
て
「
借
地
借
家
法
」
 

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の
正
当
な

事
由
に
よ
る
更
新
拒
絶
・
解
約
の
制
限

の
あ
る
借
家
契
約
の
ほ
か
、
定
期
借
家

契
約
と
い
う
新
た
な
契
約
の
形
が
加
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
借
地
借
家
法
の
一
部

改
正
は
3
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

契
約
は
必
ず
公
正
証
書
な
ど
の
書
面

に
よ
る
、
予
め
契
約
内
容
を
契
約
書
と

は
別
に
書
面
に
よ
り
説
明
を
受
け
る
等

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
国
、
県
な
ど
の
担
当
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

現
在
、
立
侯
武
多
「
親
子
の
旅
立
ち
」
 

の
全
面
補
修
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
1
人
で
も
多

ぐ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●

3
月
末
ま
で
（
土
自
・
祝
日
を
除く
）
 

9
時
ー
1
7時
 

立
侵
武
多
製
作
所
（
旧
市
民
文
化
会館
）
 

※
都
合
の
良
い
日
、
時
間
で
結
構
で
す
。
 

◇
作
業
内
容
 
立
侯
武
多
の
紙
貼
り
及

び
色
付
け
等
、
ど
な
た
で
も
で
き
る

簡
単
な
作
業
で
す
。
道
具
は
全
て
こ

ち
ら
で
用
意
い
た
し
ま
す
。
 

事
例
発
表
会
と
交
流
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

l
 

公
（3
5)
8
8
9
8
 

●

3
月
8
日
困
 
9
時
3
0分

ー
1
2時

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 

①
事
例
発
表
「
活
動
か
ら
考
え
よ
う
子

育
て
の
あ
り
方
を
」
 

・

発
表
者
 

提
供
会
員
、
依
頼
会
員
 
各
1
名

②
交
流
会
「
み
ん
な
で
た
の
し
く
リ
ズ

ム
あ
そ
び
」
 

・

講
師
 
ま
つ
し
ま
団
地
保
育
園
 

主
任
保
育
士
 
秋
田
谷
ち
づ
る
さ
ん

※
事
例
発
表
の
間
は
託
児
も
い
た
し
ま

す
。
3
月
6
日
囲
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
子
ども
も
一
緒
に
リ

ズ
ム
あ
そ
び
に
参
加
し
ま
す
）
 

〔
会
員
募
集
〕
 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
支
援
を

し
て
ほ
し
い
方
と
子
育
て
支
援
を
し
た

い
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

五所川原市役所 if 35-2111 7 平成12年 2 月15日 

【
 

交
通
災
害
共
済
に
 

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
よ
う
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
0
6
 

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
救
済
す
る
た
 

め
の
制
度
で
す
。
 

今
年
か
ら
幼
稚
園

・
保
育
園

・
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
加
入
募
集
は
い
 

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
児
童
生
徒
も
含
め
て
町
内
会
等
の
団
体
又
は
各
世
帯
ご
と
に
家
 

族
そ
ろ
っ
て
交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
共
済
会
費
 
1
人
年
間
3
5
0
円
 

◇
共
済
期
間
 
平
成
1
2年
4
月
1
日
ー
平
成
1
3年
3
月
3
1日
 

◇
加
入
受
付
 
2
月
1
5日
よ
り
予
約
加
入
受
付
開
始
 

◇
受
付
場
所
 
環
境
対
策
課
及
び
支
所
窓
口
、
町
内
会
等
の
団
体
な
ど
で
加
入
を
受
 

付
し
て
お
り
ま
す
。
 

司
 

、ご
存
じ

で
す
か

？
・
 

「家
庭
の
日
」
と
「ノ
1
行
事
デ
イ
」
 

青
森
県
で
は
、
毎
月
第
3
日
曜
日
を
 

「家
庭
の
日
」
と
し
、
5
月
の
第
3
日

曜
日
を
「
ノ
ー
行
事
デ
イ
」
と
す
る
要

網
を
定
め
ま
し
た
。
 

【家
庭
の
日
】
 

家
庭
は
、
夫
婦
・
親
子
が
愛
情
と
信

頼
の
紳
で
結
ば
れ
、
子
ど
も
が
安
心
し

て
成
長
し
て
い
け
る
ク
ぬ
く
も
り
の
あ

る
生
活
の
場
万
で
す
。
 

近
年
、
児
童
虐
待
や
家
庭
内
不
和
な

ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
を

改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
毎
月
第
3
日
曜
日
を
「家
庭
の
日
」
 

と
し
ま
し
た
。
 

大
人
が
も
っ
と
子
ど
も
に
接
す
る
時

間
を
持
つ
よ
う
心
が
け
れ
ば
、
子
ど
も

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
家
庭
の
日
に
は

家
庭
づ
く
り
に
つ
い
て
、
家
庭
内
で
考

え
、
話
し
合
い
、
楽
し
み
合
い
、
協
力

し
合
い
ま
し
ょ
う
。
 

【ノ
ー
行
事
デ
イ
】
 

県
民
が
家
庭
で
過
ご
す
時
間
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
年
1
回
、
県
が
い
っ

さ
い
行
事
を
行
わ
な
い
日
と
し
て
、
5
 

月
の
第
3
日
曜
日
を
「ノ
ー
行
事
デ
イ
」
 

と
し
ま
し
た
。
 

家
庭
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
だ
け
の

た
め
に
過
ご
す
1
日
に
し
て
、
ぬ
く
も

り
あ
る
家
庭
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
 

◇事故にあった時支払われる金額 
（通院等の治療に実際に要した日数によ 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 1,000,000 円 

実治療日数 

180 日以上 

で 

入院180日以上

を含む 
2 150,000 

入院90日以上 

180日未満を含む 
3 130,000 

入院90日未満又は

入院なきものを含む 
4 110,000 

実治療日数 

90 日以上 

180日未満で 

入院90日以上

を含む 
5 80,000 

入院90日未満又は

入院なきものを含む 
6 60,000 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000 

実治療 日 数 10日 未満 10 15,000 



◇
年
会
費
  
3
0
0
0
円
 

 

第
7
回
ス
プ
リ
ン
グ
ス
キ

ー
 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

i
n
M
A
N〇
G
A
Mー

 

参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
ス
キ
ー
ク
ラ
プ
事
務
局

竺
3
4)
8
8
2
2（
山田
電
気）
 

M
A
NO
G
AM
ー
スキ

ー
場
運
営
委員
会
事
務
局

雪
0
9
0(
26
0)
5
5
5
01（
斉藤
）
 

  

×
 

  

●

3
月
1
2日
同
 

M
A
No
G
AM
Iス
キ
ー
場
（馬
ノ
神
山）
 

◇
申
込
締
切
 
2
月
2
9日
因
厳
守
 

◇
種
目
 
ス
キ
ー
大回
転
自
己
申
告
レ
 

ー
ス
と
タ
イ
ム
レ

ー
ス
、
そ
り
こ
ト

ラ
イ
ア
ル
、
ス
ノ
ー
ポ
ー
ド
パ
ラ
レ

ル
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク
歩
く
ス
キ

ー
 

※
参
加
者
に
は
、
馬
ノ
神
汁
を
無
料
サ
 

ー
ビ
ス
い
た
し
ま
す
。
 

イ
 

×
 

◇
審
査
方
法
 
見
栄
え
（
絵柄
な
ど
）
、
 

安
定
度
（
揚
げ
方
・
技
術
）
、
マ
ナ
 

ー
、
う
な
り
（
津
軽
凧
の
み
）
 

◇
表
彰
 
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
次
の
と
お

り
表
彰
を
行
い
ま
す
。
 

・

最
優
秀
賞
…
1
名
 

・

優

秀
賞

…
5
名
 

・

努
力
賞

…
若
干
名
 

・ 参

加
賞
・
・
参加
者
全
員
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

◇
参
加
申
込
 
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
 

入
し
て
2
月
2
5日
国
ま
で
に
お
申
し
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

当
日
会
場
で
も
受
付
で
き
ま
す
。
 

住
宅
金
融
公
庫
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

住
宅
金
融
公

庫
東
北

支
店
 

費
0
2
2
(
2
27
)
5
0
0
3
 

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
ご

返
済
中
で
、
最
近
の
不
況
に
伴
う
失
業

や
収
入
の
減
収
な
ど
で
返
済
に
お
困
り

の
方
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
返
済

方
法
の
変
更
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

・

返
済
期
間
の
延
長

（最
長
1
0年
）
 

・

元
金
据
置
期
間
の
設
定
（最
長
3
年
）
 

・

元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引
下
げ

お
取
り
扱
い
期
間
は
、
平
成
1
3年
3
 

月
末
ま
で
で
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫

東
北
支
店
ま
た
は
ご
返
済
中
の
金
融
機
 

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

近
世
古
文
書
解
読
 

講
習
会
 

教
育
委
員
会
 

生
涯
学
習
課
 
内
線
5
5
5
 

●

2
月
2
7日

同
  
1
3時
3
0分
 

中
央
公
民
館
 

◇
講
師
 

・

北
奥
文
化
研
究
会
事
務
局
長

小
山
英
治
さ
ん
 

・

北
奥
文
化
研
究
会
副
会
長
 

岩
崎
繁
芳
さ
ん
 

◇
定
員
 
3
0名
 

※
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
受
講
料
 
5
0
0
円
 

※
資
料
代
と
し
て
当
日
徴
収
し
ま
す
。
 

◇
主
催
 
教
育
委
員
会
 

中
央
公
民
館
み
ん
な
の

ギ
ャ
ラ
リ

ー
展
示
紹
介
 

中
央
公
民
館
 公

（3
5)
6
0
5
6
 

●

2
月
1
4日
同

、
2
月
2
7日
同
 

中
央
公
民
館
2
・
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

◇
内
容
 
「
津軽
凧
展
示
会
」
 

五
所
川
原
津
軽
凧
連
合
会
に
よ
る
、
 

冬
の
風
物
詩
「津
軽
凧
」
の展
示
会
。
 

⑨

「
み
んな
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希

望
の
方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

年
金
住
宅
融
資
で
ノ
 

囲
青
森
県厚
生
年
金
勤
労者
住
宅
協
会
 

雪
0
1
7
7
(7
3)
2
0
77
 

◇
申
し
込
み
で
き
る
方
 
厚
生
年
金

保
険
に3
年
以
上
加
入
し
て
い
る
方

◇
使
い
み
ち
 
住
宅の
新
築
や
購入
、
 

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
 

◇
受
付
期
間
 
3
月
1
0日
固
ま
で

◇
融
資
利
率
 
年
2
・8
8
％
ー
 

市
園
サ
 ロ 

ン
 

×
 

津
軽
の
空
に
全
国
各
地
の凧
が
舞
一「
 

第
6
回
五
所
川
原
全
国
凧
揚
げ
大
会
 

商
工
観
光
課
内
 
囲
五
所
川
原
市

観
光
協
会
事
務
局
 
内
線

3
9
2
 

〔
凧
揚
げ
大
会前
夜
祭
〕
 

日
本
全
国
の
凧
の
会
の
皆
さ
んと
の

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
 ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
ね
ぶ
た
唯
子
の
他
、
珍

し
い
全
国
の
凧
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

●

3
月
1
1日
田
 
1
8時
 

サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ラ
ザ
青
陽
園
 

◇
参
加
料
 
1
人
 
3
5
0
0
円
 

（
小
学
生以
下
 
1
0
0
0
円
）
 

◇
参
加
申
込
 
事
務
局
に
て
随
時
受
付
 

し
て
お
り
ま
す
。
当
日
会
場
で
も
受
 

付
で
き
ま
す
。
 

〔
凧
揚
げ大
会
〕
 

●

3
月
1
2日
同
 
9
時
3
0分
 

岩
木
川
河
川
公
園
 

◇
競
技
種
目
 

・

A
ク
ラ
ス
…
子
ど
も
の
部
（
中
学
生

以
下
）
自
作
凧
大
歓
迎
 

・

B
ク
ラ
ス
…
伝
統
凧
の
部
（
津
軽
凧

以
外
）
 

・

c
ク
ラ
ス

…
創
作
凧
の
部
 

・

D
ク
ラ
ス

…
津
軽
凧
高
校
生
・
一
般

の
部
（凧
の
大
き
さ
西
の
内
8
枚
以
下
）
 

・

E
ク
ラ
ス
…
津
軽
凧
高
校
生
・
一
般

の
部
（凧
の
大
き
さ
西
の
内
9
枚
以
上
）
 

・

F
ク
ラ
ス
…
団
体
の
部
 

五
所
川
原
晩
香
会
 

会

員
募

集
 

公
（2
9)
3
0
0
8

・
石
岡
 

あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
、
今
年
の

秋
に
大
輪
菊
の
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
歩
か
ら
咲
く
ま
で
を
ご
指
導

い
た
し
ま
す
。
 

当
会
で
は
、
新
会
員
の
方
に
苗
を
準

備
し
て
お
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

東
北
電
力
閥
五
所
川
原
営
業
所
 

お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
 

費
（3
5)
2
1
5
1
 

●

3
月
1
日
困

・
2
日
困
 

1
0時

、
1
3時
 

東
北
電
力
翻
五
所
川
原
営
業
所
 

2
階
 
電
化
教
室
 

※
両
日
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
両
日
と
も
1
5名
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
申
込
方
法
 
2
月
2
3日
困
ま
で
に
、
 

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
教
材
費
 
5
0
0
円
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
エ
プ
ロ
ン
 

‘×
 

料
理
教
室
プ
〇
o
ボ
ル
ト
 

ク
ツキ
ング
」
参加
者
募
集
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住
宅
金
融
公
庫
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

住
宅
金
融
公
庫
東

北
支
店
 

容
0
2
2
(
22
7
)
5
00
3
 

近
世
古
文
書
解
読
 

講
習
会
 

教
育
委
員
会
 

生
涯
学
習
課
 
内
線
5
5
5
 

◇
審
査
方
法
 
見
栄
え

（
絵柄
な
ど
）
、
 

安
定
度
（
揚
げ
方

・
技
術
）
、
マ
ナ
 

ー
、
う
な
り
（
津
軽
凧
の
み
）
 

◇
表
彰
 
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
次
の
と
お

り
表
彰
を
行
い
ま
す
。
 

・

最
優
秀
賞

…
1
名
 

・

優

秀
賞
…

5
名
 

・

努

力

賞
…
若
干
名
 

・ 参

加
賞
・
・
参加
者
全
員
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

◇
参
加
申
込
 
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
 

入
し
て
2
月
2
5日
圏
ま
で
に
お
申
し
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

当
日
会
場
で
も
受
付
で
き
ま
す
。
 

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
ご

返
済
中
で
、
最
近
の
不
況
に
伴
う
失
業

や
収
入
の
減
収
な
ど
で
返
済
に
お
困
り

の
方
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
返
済

方
法
の
変
更
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

・

返
済
期
間
の
延
長
（
最
長
1
0年
）
 

・

元
金
据
置
期
間
の
設
定
（最
長
3
年
）
 

・

元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引
下
げ

お
取
り
扱
い
期
間
は
、
平
成
1
3年
3
 

月
末
ま
で
で
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫

東
北
支
店
ま
た
は
ご
返
済
中
の
金
融
機
 

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●

2
月
2
7日

同
  
1
3時
3
0分
 

中
央
公
民
館
 

◇
講
師
 

・

北
奥
文
化
研
究
会
事
務
局
長

小
山
英
治
さ
ん
 

・

北
奥
文
化
研
究
会
副
会
長
 

岩
崎
繁
芳
さ
ん
 

◇
定
員
 
3
0名
 

※
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
受
講
料
 
5
0
0
円
 

※
資
料
代
と
し
て
当
日
徴
収
し
ま
す
。
 

◇
主
催
 
教
育
委
員
会
 

中
央
公
民
館
み
ん
な
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
紹
介
 

中
央

公
民
館
 公

（3
5)
6
0
5
6
 

●

2
月
1
4日
回

、
2
月
2
7日
回
 

中
央
公
民
館
2
・
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

◇
内
容
 
「津
軽
凧
展
示
会
」
 

五
所
川
原
津
軽
凧
連
合
会
に
よ
る
、
 

冬
の
風
物
詩
「
津
軽凧
」
の展
示
会
。
 

⑥

「
み
んな
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希

望
の
方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

市
屍
サ
 ロ 

ン
 

×
 

津
軽
の
空
に
全
国各
地
の
凧
が
響
「
 

警
回
五
所

川
原
全
国
凧
揚
b
K
会
 

商
工
観
光
課
内
 
囲
五
所
川
原
市

観
光
協
会
事
務
局
 
内
線

3
9
2
 

〔
凧
揚
げ
大
会前
夜
祭
〕
 

日
本
全
国
の
凧
の
会
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
ね
ぶ
た
唯
子
の
他
、
珍

し
い
全
国
の
凧
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

●

3
月
1
1日
田
 
1
8時
 

サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ラ
ザ
青
陽
園
 

◇
参
加
料
 
1
人
 
3
5
0
0
円
 

（小
学
生
以
下
 
1
0
0
0
円
）
 

◇
参
加
申
込
 
事
務
局
に
て
随
時
受
付
 

し
て
お
り
ま
す
。
当
日
会
場
で
も
受
 

付
で
き
ま
す
。
 

〔
凧揚
げ
大
会
〕
 

●

3
月
1
2日
同
 
9
時
3
0分
 

岩
木
川
河
川
公
園
 

◇
競
技
種
目
 

・

A
ク
ラ
ス
…
子
ど
も
の
部

（
中学
生

以
下
）
自
作
凧
大
歓
迎
 

・

B
ク
ラ
ス
…
伝
統
凧
の
部

（津
軽
凧

以
外
）
 

・

c
ク
ラ
ス
…
創
作
凧
の
部
 

・

D
ク
ラ
ス
…
津
軽
凧
高
校
生
・
一
般

の
部
（凧
の
大
き
さ
西
の
内
8
枚
以
下
）
 

・

E
ク
ラ
ス
…
津
軽
凧
高
校
生
・
一
般

の
部
（凧
の
大
き
さ
西
の
内
9
枚
以
上
）
 

・

F
ク
ラ
ス
…
団
体
の
部
 

五
所
川
原
晩
香
会
 

会

員
募

集
 

合
（2
9)
3
0
0
8

‘
石
岡
 

あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
、
今
年
の

秋
に
大
輪
菊
の
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
歩
か
ら
咲
く
ま
で
を
ご
指
導

い
た
し
ま
す
。
 

当
会
で
は
、
新
会
員
の
方
に
苗
を
準

備
し
て
お
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

◇
年
会
費
  
3
0
0
0円
 

第
7
回
ス
プ
リ
ン
グ
ス
キ

ー
 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

i
nM
A
N〇
G
A
Mー

 

参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
ス
キ
ー
ク
ラプ
事
務
局

竺
翌

8
8
2
2（
山田
電
気）
 

M
A
N
OG
AMー
ス
キ
ー場
運
営
委
員
会
事
務
局

雪
0
9
0
(2
6
0
)
5
5
5
0
1
（
斉藤
）
 

●

3
月
1
2日
同
 

M
A
No
G
AM
Iス
キ

ー
場
（馬
ノ
神
山
）
 

◇
申
込
締
切
 
2
月
2
9日
因
厳
守
 

◇
種
目
 
ス
キ
ー
大
回
転
自
己
申
告
レ
 

ー
ス
と
タ
イ
ム
レ

ー
ス
、
そ
り
こ
ト

ラ
イ
ア
ル
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
パ
ラ
レ

ル
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク
歩
く
ス
キ

ー
 

※
参
加
者
に
は
、
馬
ノ
神
汁
を
無
料
サ
 

ー
ビ
ス
い
た
し
ま
す
。
 

r
 

×
 

料
理
教
室
「2o
oボ
ル
ト
 

ク
ッ
キ
ン
グ
」
参
加
者
募
集
 

東
北
電
力
閣
五
所
川
原
営
業
所
 

お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
 

費
（3
5)
21
5
1
 

●

3
月
1
日
困

・
2
日
困
 

1
0時

、
1
3時
 

東
北
電
力
翻
五
所
川
原
営
業
所
 

2
階
 
電
化
教
室
 

※
両
日
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。
 

◇
募
集
人
員
 両
日
と
も
1
5名
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
申
込
方
法
 
2
月
2
3日
困
ま
で
に
、
 

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
教
材
費
  
5
0
0
円
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
エ
プ
ロ
ン
 

×
 

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

年
金
住
宅
融
資
で
ノ
 

囲
青
森
県
厚
生
年
金
勤
労
者
住
宅
協
会
 

費

0
1
7
7
(7
3)
2
0
7
7
 

◇
申
し
込
み
で
き
る
方
 
厚
生
年
金

保
険
に
3
年
以
上
加
入
して
い
る方

◇
使
い
み
ち
 
住
宅
の
新
築
や
購
入
、
 

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
 

◇
受
付
期
間
 
3
月
1
0日
団
ま
で

◇
融
資
利
率
 
年
2
・8
8
％

、
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,
 

康
」
」
設
 目
 
火
火
 

有
 
E
乃
 
木
・
】
三
ロ
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お
持ち
の
方
）
 

「
各
地
区
で
の
 

J
 

一
身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
一
 

r
 

健
康
相
談
」
 

●

2
月
2
5日
岡
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分

野
里
集
会
所
 

●

2
月
2
8日
回
 
1
1時
3
0分
ー
1
3時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
七
和
 

●

2
月
2
9日
因
 
1
1時
ー
1
2時

共
栄
集
会
所
 ●

3
月
2
日
困
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分
 

水
野
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

消
防
セ
ン
タ
ー
 

●

3
月
2
日
困
 
1
1時
ー
1
2時
3
0分

俵
元
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

●

3
月
3
日
岡
 
1
1時
ー
1
2時

高
野
文
化
セ
ン
タ

ー
 

●
3
月
6
日
囲
 
9
時
3
0分

ー
1
2時

錦
町
集
会
所
 

●

3
月
6
日
回
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分

若
山
公
民
館
分
館
 

●

3
月
8
日
困
 
1
1時
3
0分
ー
1
2時
3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
原
子
 

禁
煙
を
考
えた
こ
と
の

あ
る
方
に
朗
報
I
・

禁
煙
教
室
の
こ
案
内
 

県
内
で
活
躍
中
の
石
川
先
生
を
お
迎

え
し
、
禁
煙
方
法
や
禁
煙
グ
ッ
ズ
等
を

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
と
た
ば
こ
と
の

新
し
い
関
係
が
、
き
っ
と
見
つ
か
り
ま

す
。
 

●

2
月
2
6日
田
 
1
4時
ー
1
6時

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 
 

◇
対
象
 
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
思
う
 

な
ら
ど
な
た
で
も

（
定員
2
0名
）
 

◇
内
容
 

・

講
話
「
喫
煙
と
健
康
ー
た
ば
こ
に
サ

ョ
ナ
ラ
環
境
を
つ
く
ろ
う
ー
」
 

・

講
師
 
あ
お
も
り
協
立
病
院
 

内
科
医
 
石
川
は
じ
め
先
生
 

◇
申
込
締
切
 
2
月
2
2日
因
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分

ー
1
2時
4
5分
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

ー
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
健
診
に
こ
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
病
気
治
療
中
の
お
子
 
 

さ
ん
は
、
翌
月
の
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
 

す
こ
や
か
発
達
相
談
 

母
と
子
の
相
談
日
 

●

3
月
1
日
困
・
3
月
1
5日
困
 

m
時
ー
1
2時

・
1
3時
ー
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
月
1
5日
の
午
後
は
電
話
予
約
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養
（
離
乳
食
等
）
相
談
 

お
な
か
の赤
ち
ゃ
ん
と
楽
しむ

マ
タ
ー
ー
テ
ィ
教
室
参
加
者
募
集
 

安
産
を
願
っ
て
い
る
あ
な
た
、
安
産

の
秘
訣
を

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お
父
さ
ん
、
 

ご
家
族
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
 

●

3
月
1
0日
岡
 
1
8時
3
0分

ー
2
0時
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 
「
安
産
の
た
め
の
妊
娠
中
の
 

漁

」
し方
」
 

◇
講
師
 
西
北
中
央
病
院
産
婦
人
科
 

科
長
 
松
本
貴
先
生
 

◇
料
金
 
無
料
 

◇
定
員
 
3
0名
 

◇
申
込
締
切
 
3
月
3
日
圏
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

歯
を
大
切
に
し
た
い
あ
な
た
（
 

わ
っ
歯
歯
コ
ー
ナ

ー
 

お
子
さ
ん
か
ら
大
人
の
方
ま
で
大
歓

迎
。
妊
婦
の
方
は
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
 

●

3
月
5
日
同
 
1
0時
ー
1
5時
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

1
1
階
 
ェ
ル
ム
広
場
 

◇
内
容
 
歯
の
診
察
、
歯
の
染
め
出
し
 

体
験
、
歯
磨
き
指
導
、
歯
間
ブ
ラ
シ
 

・

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
の
正
し
い
使
い

方
に
つ
い
て
他
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
「お

口
の
疑
問
、
悩
み
等
」
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

※
当
日
、
利
用
い
た
だ
い
た
先
着
期
名

の
方
に
、
歯
ブ
ラ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

2
月
2
2日
因
 
1
0時

ー
1
5時
 

五
所
川
原
合
同
庁
舎
前
 

（
エ
ルム
の
街
内
）
 

対 象 児 期 日 

4 カ月児 

健 	診 

平成11年 

10月生まれ 

3 月 7 日 

（火） 

1 	歳 
6 カ月児 
健 	診 

平成10年 

9 月生まれ 

3 月21日 

（火） 

3 歳児 

健 	診 

平成 8 年 

11月生まれ 

3 月16日 

（木） 

9 平成12年 2 月15日 	五所川原市役所 容35-2111 

,
 

康
」
」
設
 目
 
火
火
 

有
 
E
乃
 
木
・
】
三
ロ
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お
持ち
の
方
）
 

「
各
地
区
で
の
 

J
 

一
身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
一
 

r
 

健
康
相
談
」
 

●

2
月
2
5日
岡
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分

野
里
集
会
所
 

●

2
月
2
8日
回
 
1
1時
3
0分
ー
1
3時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
七
和
 

●

2
月
2
9日
因
 
1
1時
ー
1
2時

共
栄
集
会
所
 ●

3
月
2
日
困
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分
 

水
野
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

消
防
セ
ン
タ
ー
 

●

3
月
2
日
困
 
1
1時
ー
1
2時
3
0分

俵
元
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

●

3
月
3
日
岡
 
1
1時
ー
1
2時

高
野
文
化
セ
ン
タ

ー
 

●
3
月
6
日
囲
 
9
時
3
0分

ー
1
2時

錦
町
集
会
所
 

●

3
月
6
日
回
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分

若
山
公
民
館
分
館
 

●

3
月
8
日
困
 
1
1時
3
0分
ー
1
2時
3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
原
子
 

禁
煙
を
考
えた
こ
と
の

あ
る
方
に
朗
報
I
・

禁
煙
教
室
の
こ
案
内
 

県
内
で
活
躍
中
の
石
川
先
生
を
お
迎

え
し
、
禁
煙
方
法
や
禁
煙
グ
ッ
ズ
等
を

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
と
た
ば
こ
と
の

新
し
い
関
係
が
、
き
っ
と
見
つ
か
り
ま

す
。
 

●

2
月
2
6日
田
 
1
4時
ー
1
6時

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 
 

◇
対
象
 
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
思
う
 

な
ら
ど
な
た
で
も

（
定員
2
0名
）
 

◇
内
容
 

・

講
話
「
喫
煙
と
健
康
ー
た
ば
こ
に
サ

ョ
ナ
ラ
環
境
を
つ
く
ろ
う
ー
」
 

・

講
師
 
あ
お
も
り
協
立
病
院
 

内
科
医
 
石
川
は
じ
め
先
生
 

◇
申
込
締
切
 
2
月
2
2日
因
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分

ー
1
2時
4
5分
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

ー
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
健
診
に
こ
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
病
気
治
療
中
の
お
子
 
 

さ
ん
は
、
翌
月
の
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
 

す
こ
や
か
発
達
相
談
 

母
と
子
の
相
談
日
 

●

3
月
1
日
困
・
3
月
1
5日
困
 

m
時
ー
1
2時

・
1
3時
ー
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
月
1
5日
の
午
後
は
電
話
予
約
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
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成
長
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発
達
、
育
児
、
 

遊
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離
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食
等
）
相
談
 

お
な
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ち
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楽
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タ
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テ
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秘
訣
を

一
緒
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か
。
 

妊
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も
ち
ろ
ん
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お
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さ
ん
、
 

ご
家
族
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
 

●

3
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1
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岡
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3
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ー
2
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人
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家
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◇
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安
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の
 

漁

」
し方
」
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病
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産
婦
人
科
 

科
長
 
松
本
貴
先
生
 

◇
料
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無
料
 

◇
定
員
 
3
0名
 

◇
申
込
締
切
 
3
月
3
日
圏
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

歯
を
大
切
に
し
た
い
あ
な
た
（
 

わ
っ
歯
歯
コ
ー
ナ

ー
 

お
子
さ
ん
か
ら
大
人
の
方
ま
で
大
歓

迎
。
妊
婦
の
方
は
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
 

●

3
月
5
日
同
 
1
0時
ー
1
5時
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

1
1
階
 
ェ
ル
ム
広
場
 

◇
内
容
 
歯
の
診
察
、
歯
の
染
め
出
し
 

体
験
、
歯
磨
き
指
導
、
歯
間
ブ
ラ
シ
 

・

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
の
正
し
い
使
い

方
に
つ
い
て
他
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
「お

口
の
疑
問
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悩
み
等
」
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談
に
も
応

じ
ま
す
。
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

※
当
日
、
利
用
い
た
だ
い
た
先
着
期
名

の
方
に
、
歯
ブ
ラ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

2
月
2
2日
因
 
1
0時

ー
1
5時
 

五
所
川
原
合
同
庁
舎
前
 

（
エ
ルム
の
街
内
）
 

対 象 児 期 日 

4 カ月児 

健 	診 

平成11年 

10月生まれ 

3 月 7 日 

（火） 

1 	歳 
6 カ月児 
健 	診 

平成10年 

9 月生まれ 

3 月21日 

（火） 

3 歳児 

健 	診 

平成 8 年 

11月生まれ 

3 月16日 

（木） 

9 平成12年 2 月15日 	五所川原市役所 容35-2111 
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No.66 

テーマ 

生活習慣病の 
予防 

五所川原市食生活改善推進員会 

e 昭和の激動期を生き抜き、豊かな文化、歴

史、そして暮らしを支える大きな力となった

女性達の力強い足跡を伝えるため、五所川原

昭和女性史 『ほたるび』 が発刊されました。 

今回は編集委員長として尽力された木村チョ

さんから、本の紹介もかねてお話を伺います。 

「構想から約1年半、編集委員並びに協力者

の方々の献身的な努力、周囲の方々の支えによ

りどうにか発刊することができました」という

木村さんが、編集の際にもっとも伝えたいと思

っていたのは、人と人とのつながりの大切さで

す。「私達は周囲に支えられながら生きている。 

現在の私達が先人の偉業の上にたっているこ

ともそれと同じことです。昭和という時代、け

なげにも強くたくましく生きた女性の時代背

景や、それにまつわる生活の様子等、途絶えが

ちな記憶をつないでおきたい、後世に残したい 

ー との願いがあって、この本を作りました to 

て J そんな木村さん達が作った本書には 『ほた

るび』という題がつけられました。「中国の故

事に貧乏で油が買えず、蛍をたくさん集めて

読書をしたというお話があります。 先人達の

苦労はまさにそれです。 戦時中の物資欠乏の

時でも、努力を重ね知恵を絞り、地域で助け

合って生きてきました。 現代の私達も、こう

した不易なるもの（変わってはいけないもの） 

を大切にし、時代にあったものを取り入れて

融合したところに 「真」 の価値が高いものが

生まれるのだと思うのです。「真」 は 「信」 で

あり 「新」 であらねばならない。そして、一

人ひとりは弱い光（力）でも、人々の心がつ

ながり手を携え合えば、その光（力）はきっ

と未来を輝かしく照らし出すことと信じてい

る。編集委員達のそんな願いが込められてい

るんです」 と語る木村さん。 

現代を生きるための知恵が詰まった本書を

皆さんも是非ご購読ください。 

工  長芋のおとし汁 ： 
材料（4人分） 
長芋 2009 生で食べることの多 

い長芋を団子にしてみ 片栗粉 	大さじ6 
ました。この汁は具だ 小麦粉 	大さじ2 

鶏もも肉 V2枚 くさんで、栄養のバラ 
ごぼう・青ねぎ・にんじ ンスがよく取れていま 
ん 	 1/2本 	

す。さらに、素材のうま 干椎茸 	4枚 
味を上手に利用して、 だし汁 	4カップ 

酒 	大さじ2 
	

塩分控えめながらおい 
塩・醤油 	

しく頂けます。 
油・長ねぎ 	少々 

、 	 」ノ 

作り方

①鶏もも肉はlcm角に切る。ごぼうはささがきにし

水にさらす。にんじんは皮をむいてささがきに、 

干椎茸はもどして石づきを取り、千切りにする。 

②長芋は皮をむき、すりおろして片栗粉、小麦粉、 

小口切りの青ねぎを入れて混ぜる。 

③鍋に油少々熱して鶏肉を妙め、色が変わったらご

ぼうとにんじん、椎茸を妙め、だし汁を入れる。 

煮立ったら酒、塩を入れる。 

④②の材料が煮えたら、長芋を木杓子にのせて箸で

摘みながら落とし入れ、 2-3分煮て、醤油で調

味し、長ねぎを入れる。 
	ろ 

二救急医癖播医     ― 

※注 1‘対応時間 9:OO-17:OO（電話で確認してから） 
2．その他、消防署（救急医院案内 廿34-4999）で
紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

\ 

用日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

‘ノ 20 口
］
 
 

（医）佑生会 
佐藤内科小児科医院 

五所川原市字弥生町4-2 35-4155 

ノ
 
9
]
 
 

口
  

永田小児科内科医院 五所川原市大字吹畑字 
藤巻113 

34-5611 

五所川原市役所 ft35-2111 
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